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(57)【要約】
【解決手段】本発明は、身体的な活動中に適応性のある
オーディオ再生のためのオーディオ・システムを提供し
、
　１つ以上のオーディオ源（３，４）を有し、且つ前記
１つ以上のオーディオ源（３，４）によって提供される
１つ以上の源信号（Ｓ１，Ｓ２）に基づいてオーディオ
信号（ＡＳ）を出力するように構成されるオーディオ・
プレーヤー（２）と、
　前記オーディオ信号（ＡＳ）に影響を及ぼす、前記オ
ーディオ・プレーヤー（２）の１つ以上の設定（ＶＳ，
ＥＳ，ＳＯ，ＣＳ１，ＣＳ２）を制御するように構成さ
れる制御装置（５）とを備え、
　前記制御装置（５）は、前記オーディオ・プレーヤー
（２）の前記１つ以上の設定（ＶＳ，ＥＳ，ＳＯ，ＣＳ
１，ＣＳ２）のためにユーザーの好み（ＵＰ）を入力す
るように構成されるユーザー・インターフェイス（８）
を備え、
　前記制御装置（５）は、ユーザーの好み（ＵＰ）と前
記オーディオ・システム（１）のユーザーの身体的な負
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　身体的な活動中に適応性のあるオーディオ再生のためのオーディオ・システムであって
、
　前記オーディオ・システムは、
　１つ以上のオーディオ源（３，４）を有し、且つ前記１つ以上のオーディオ源（３，４
）によって提供される１つ以上の源信号（Ｓ１，Ｓ２）に基づいてオーディオ信号（ＡＳ
）を出力するように構成されるオーディオ・プレーヤー（２）と、
　前記オーディオ信号（ＡＳ）に影響を及ぼす、前記オーディオ・プレーヤー（２）の１
つ以上の設定（ＶＳ，ＥＳ，ＳＯ，ＣＳ１，ＣＳ２）を制御するように構成される制御装
置（５）とを備え、
　前記制御装置（５）は、前記オーディオ・プレーヤー（２）の前記１つ以上の設定（Ｖ
Ｓ，ＥＳ，ＳＯ，ＣＳ１，ＣＳ２）のためにユーザーの好み（ＵＰ）を入力するように構
成されるユーザー・インターフェイス（８）を備え、
　前記制御装置（５）は、ユーザーの好み（ＵＰ）と前記オーディオ・システム（１）の
ユーザーの身体的な負担に対応する１つ以上のセンサー信号（ＳＥ１，ＳＥ２）の値とを
相関させるように構成され、前記制御装置（５）のメモリー（１０）において前記ユーザ
ーの好み（ＵＰ）および前記１つ以上のセンサー信号（ＳＥ１，ＳＥ２）の前記相関値を
保存するようにさらに構成され、且つ前記１つ以上のセンサー信号（ＳＥ１，ＳＥ２）に
基づいて、且つ前記メモリー（１０）において保存される前記ユーザーの好み（ＵＰ）お
よび前記１つ以上のセンサー信号（ＳＥ１，ＳＥ２）の前記相関値に基づいて、前記オー
ディオ・プレーヤー（２）の前記１つ以上の設定（ＶＳ，ＥＳ，ＳＯ，ＣＳ１，ＣＳ２）
を制御するようにさらに構成される、処理装置（９）を備える。
【請求項２】
　先行する請求項に係るオーディオ・システムであって、前記１つ以上のセンサー信号（
ＳＥ１，ＳＥ２）は、前記ユーザーの生物学的なパラメーターを検出するように構成され
る１つ以上のバイオ・センサー（６）の１つ以上のセンサー信号（ＳＥ１）を備える。
【請求項３】
　先行する請求項に係るオーディオ・システムであって、前記１つ以上のバイオ・センサ
ー（６）の前記１つ以上の信号（ＳＥ１）は、体温センサーの信号、パルス・センサーの
信号、呼吸運動センサーの信号、呼吸流量センサーの信号、パルス酸素測定センサーの信
号、血圧計の信号、カプノグラフの信号および／または最大酸素摂取量センサーの信号を
備える。
【請求項４】
　先行する請求項のうちの１つに係るオーディオ・システムであって、前記１つ以上のセ
ンサー信号（ＳＥ１，ＳＥ２）は、前記ユーザーの身体的な活動に関連するパラメーター
を検出するように構成される１つ以上の活動センサー（７）の１つ以上の信号（ＳＥ２）
を備える。
【請求項５】
　先行する請求項に係るオーディオ・システムであって、１つ以上の活動センサー（７）
の前記１つ以上の信号は、歩数計の信号、距離計の信号および／または活動タイム・キー
パーの信号を備える。
【請求項６】
　先行する請求項のうちの１つに係るオーディオ・システムであって、前記制御装置（５
）は、前記オーディオ・システム（１）のユーザーの身体的な負担に対応する前記１つ以
上のセンサー信号（ＳＥ１，ＳＥ２）を提供するように構成される１つ以上のセンサー（
６，７）を備える。
【請求項７】
　先行する請求項に係るオーディオ・システムであって、前記１つ以上のセンサー（６，
７）は、前記ユーザーの生物学的なパラメーターを検出するように構成される１つ以上の
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バイオ・センサー（６）を備える。
【請求項８】
　請求項６または７に係るオーディオ・システムであって、前記１つ以上のバイオ・セン
サー（６）は、体温センサー、パルス・センサー、呼吸運動センサー、呼吸流量センサー
、パルス酸素測定センサー、血圧計、カプノグラフおよび／または最大酸素摂取量センサ
ーを備える。
【請求項９】
　請求項６～８のうちの１つに係るオーディオ・システムであって、前記１つ以上のセン
サー（６，７）は、前記ユーザーの身体的な活動に関連するパラメーターを検出するよう
に構成される１つ以上の活動センサー（７）を備える。
【請求項１０】
　請求項６～９のうちの１つに係るオーディオ・システムであって、前記１つ以上の活動
センサー（７）は、歩数計、距離計および／または活動タイム・キーパーを備える。
【請求項１１】
　先行する請求項のうちの１つに係るオーディオ・システムであって、前記１つ以上の設
定（ＶＳ，ＥＳ，ＳＯ，ＣＳ１，ＣＳ２）は、ボリューム制御設定（ＶＳ）、イコライザ
ー制御設定（ＥＳ）、オーディオ源選択設定（ＳＯ）、ダイナミック・レンジ圧縮制御設
定（ＤＳ）および／またはオーディオ・コンテンツ選択設定（ＣＳ１，ＣＳ２）を備える
。
【請求項１２】
　先行する請求項のうちの１つに係るオーディオ・システムであって、前記１つ以上のオ
ーディオ源（３，４）は、リモート・オーディオ・データ（ＲＤ）に基づいて前記源信号
（Ｓ１）の１つを提供するために構成されるオーディオ・データ・レシーバー（３）を備
える。
【請求項１３】
　先行する請求項のうちの１つに係るオーディオ・システムであって、前記１つ以上のオ
ーディオ源（３，４）は、ローカル・オーディオ・データ（ＬＤ）に基づいて前記源信号
（Ｓ２）の１つを提供するために構成されるオーディオ・データ・リーダー（４）を備え
る。
【請求項１４】
　先行する請求項のうちの１つに係るオーディオ・システムであって、前記処理装置（９
）は、環境音響（ＡＢ）の物理的な特性に対応する１つ以上の測定信号（ＭＳ）に基づい
て前記オーディオ・プレーヤーの前記１つ以上の設定を制御するように構成される。
【請求項１５】
　先行する請求項に係るオーディオ・システムであって、前記制御装置（５）は、環境音
響（ＡＢ）の前記物理的な特性に対応する前記１つ以上の測定信号（ＭＳ）を提供するた
めに構成される１つ以上のセンサー（１２）を備える。
【請求項１６】
　先行する請求項に係るオーディオ・システムであって、前記処理装置（９）は、ユーザ
ーの好み（ＵＰ）と環境音響（ＡＢ）の前記物理的な特性に対応する前記測定信号（ＭＳ
）の値とを相関させるように構成され、前記メモリー（１０）において前記ユーザーの好
み（ＵＰ）および環境音響（ＡＢ）の前記物理的な特性の前記相関値を保存するようにさ
らに構成され、且つ前記メモリー（１０）において保存される前記ユーザーの好み（ＵＰ
）および環境音響（ＡＢ）の前記物理的な特性の前記相関値に基づいて前記オーディオ・
プレーヤー（２）の前記１つ以上の設定（ＶＳ，ＥＳ，ＳＯ，ＣＳ１，ＣＳ２）を制御す
るようにさらに構成される。
【請求項１７】
　身体的な活動中に適応性のあるオーディオ再生のための方法であって、
　前記オーディオ再生のための方法は、
　１つ以上のオーディオ源（３，４）を有し、且つ前記１つ以上のオーディオ源（３，４
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）によって提供される１つ以上の源信号に基づいてオーディオ信号（ＡＳ）を出力するよ
うに構成されるオーディオ・プレーヤー（２）を提供するステップと、
　前記オーディオ信号（ＡＳ）に影響を及ぼす、前記オーディオ・プレーヤー（２）の１
つ以上の設定（ＶＳ，ＥＳ，ＳＯ，ＣＳ１，ＣＳ２）を制御するように構成される制御装
置（５）を提供するステップと、
　前記制御装置（５）の１つ以上のセンサー（６，７）を用いることによって、前記オー
ディオ・システム（１）のユーザーの身体的な負担に対応する１つ以上のセンサー信号（
ＳＥ１，ＳＥ２）を提供するステップと、
　前記制御装置（５）のユーザー・インターフェイスで、前記オーディオ・プレーヤー（
２）の前記１つ以上の設定（ＶＳ，ＥＳ，ＳＯ，ＣＳ１，ＣＳ２）のためにユーザーの好
み（ＵＰ）を入力するステップと、
　前記制御装置（５）の処理装置（９）を用いることによって、ユーザーの好み（ＵＰ）
と前記１つ以上のセンサー信号（ＳＥ１，ＳＥ２）の値とを相関させるステップと、
　前記制御装置（５）の前記処理装置（９）を用いることによって、前記制御装置のメモ
リー（１０）において前記ユーザーの好み（ＵＰ）および前記１つ以上のセンサー信号（
ＳＥ１，ＳＥ２）の前記相関値を保存するステップと、
　前記制御装置（５）の前記処理装置（９）を用いることによって、前記１つ以上のセン
サー信号（ＳＥ１，ＳＥ２）に基づいて、且つ前記メモリー（１０）において保存される
前記ユーザーの好み（ＵＰ）および前記１つ以上のセンサー信号（ＳＥ１，ＳＥ２）の前
記相関値に基づいて、前記オーディオ・プレーヤー（２）の前記１つ以上の設定（ＶＳ，
ＥＳ，ＳＯ，ＣＳ１，ＣＳ２）を制御するステップとを備える。
【請求項１８】
　コンピュータまたは処理装置で動作するとき、請求項１１の方法を実行するコンピュー
タ・プログラム。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　何百万という人々が、拡声器を介して聞くことだけでなく、ヘッドホンを介して聞くこ
との両方を含み得る音楽に合わせて毎日エクササイズする。多くの活動的なスポーツマン
／スポーツウーマンが、身体的なエクササイズの程度が増すことに伴って、音響変化の知
覚を報告する。これは、騒々しい音響に対して増大する感度、または例えば高周波音響の
特に知覚される苛立ちを含み得る。報告された対応策は、ボリュームを低く調整すること
、音楽のタイプを変更すること、イコライザーの設定を変更することおよび／または音楽
のスイッチを切ることを含む。
【０００２】
　いずれにせよ、これらの対応策のそれぞれは、従来のオーディオ・システムを用いる場
合、個々のユーザーの明確な行動を必要とする。
【０００３】
　そのうえ、増加した不快に対する個々の脆弱性および好ましい対応策は、ユーザーの間
で広く相違し得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、ユーザーの個々の要求に応じて、ユーザーの身体的な活動中に音響再
生を自動的に適応させることが可能な、オーディオ・システムおよび方法を提供すること
である。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この目的は、身体的な活動中に適応性のあるオーディオ再生のためのオーディオ・シス
テムによって達成され、オーディオ・システムは、
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　１つ以上のオーディオ源を有し、且つ１つ以上のオーディオ源によって提供される１つ
以上の源信号に基づいてオーディオ信号を出力するように構成されるオーディオ・プレー
ヤーと、
　オーディオ信号に影響を及ぼす、オーディオ・プレーヤーの１つ以上の設定を制御する
ように構成される制御装置とを備える。
　制御装置は、オーディオ・プレーヤーの１つ以上の設定のためにユーザーの好みを入力
するように構成されるユーザー・インターフェイスを備える。
　制御装置は処理装置を備える。処理装置は、ユーザーの好みとオーディオ・システムの
ユーザーの身体的な負担に対応する１つ以上のセンサー信号の値とを相関させるように構
成され、制御装置のメモリーにおいてユーザーの好みおよび１つ以上のセンサー信号の相
関値を保存するようにさらに構成され、且つ１つ以上のセンサー信号に基づいて、且つメ
モリーにおいて保存されるユーザーの好みおよび１つ以上のセンサー信号の相関値に基づ
いて、オーディオ・プレーヤーの１つ以上の設定を制御するようにさらに構成される。
【０００６】
　オーディオ・プレーヤーは、アナログまたはデジタル・オーディオ・プレーヤーの任意
の既知のタイプであり得る。オーディオ・プレーヤーによって提供されるオーディオ信号
は、可聴音を作り出すために、ヘッドホン、拡声器または他の装置へと直接的または間接
的に入力され得る。
【０００７】
　制御装置は、出力オーディオ信号に影響する、オーディオ・プレーヤーの少なくとも１
つの設定を制御することが可能な任意のアナログまたはデジタル制御装置であり得る。用
語「設定（ｓｅｔｔｉｎｇ）」は、ここでは任意の変数パラメーターに言及し、出力信号
を作り出すために、オーディオ・プレーヤーによって用いられる。
【０００８】
　そのうえ、少なくとも１つのセンサー信号は、任意のセンサー信号であり得、オーディ
オ・システムのユーザーの身体的な拘束または身体的なストレスに直接的または間接的に
対応する。ユーザー・インターフェイスは、任意の既知のタイプ、例えば、キーボードま
たはタッチ・スクリーンであり得る。
【０００９】
　本発明に係る制御装置は、少なくとも１つのセンサー信号が入力され、且つユーザー・
インターフェイスが接続される処理装置を備える。用語「処理装置（ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ
）」は、次のタスクを実施することが可能な、ハードウェア、ソフトウェア、またはハー
ドウェアとソフトウェアの組合せに言及する。ユーザーの好みと１つ以上のセンサー信号
の値とを相関させ、制御装置のメモリーにおいてユーザーの好みおよび１つ以上のセンサ
ー信号の相関値を保存し、且つ１つ以上のセンサー信号に基づいて、且つメモリーにおい
て保存されるユーザーの好みおよび１つ以上のセンサー信号の相関値に基づいて、オーデ
ィオ・プレーヤーの１つ以上の設定を制御する。
【００１０】
　ユーザーの好みと少なくとも１つのセンサー信号の値とを相関させることによって、処
理装置は、ユーザーの身体的な負担に基づいて音響の個々の知覚についての情報を集める
。ユーザーの好みおよび少なくとも１つのセンサー信号の相関値が保存されるので、音響
の個々の知覚についての情報は、オーディオ・プレーヤーによってオーディオ信号出力を
適応させるために後で用いられ得る。ユーザーが相違する身体的な活動状態におけるユー
ザーの好みを入力するほど、集められる情報はますます正確になる。
【００１１】
　１つ以上のセンサー信号に基づいて、且つメモリーにおいて保存されるユーザーの好み
および１つ以上のセンサー信号の相関値に基づいて、オーディオ・プレーヤーの１つ以上
の設定を制御することによって、オーディオ信号は、ユーザーの身体的な負担状態へと適
応され得る。それは、身体的な負担に基づいてユーザーの音響の個々の知覚を考慮する、
センサー信号によって表現される。それは、メモリーにおいて保存されるユーザーの好み
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およびセンサー信号の相関値によって表現される。
【００１２】
　本発明に係るオーディオ・システムは、身体的なストレスの強度が変化したとき、オー
ディオ・プレーヤーの設定を再調節する必要性を減じることによって、任意のユーザーの
快適性を著しく改善し得る。さらに、任意のユーザーの快適性は、身体的な活動中に不快
な音響という結果になり得るオーディオ・プレーヤーの設定を自動的に回避することによ
って改善され得る。
【００１３】
　本発明の好ましい実施形態によれば、１つ以上のセンサー信号は、ユーザーの生物学的
なパラメーターを検出するように構成される１つ以上のバイオ・センサーの１つ以上のセ
ンサー信号を備える。
【００１４】
　本発明の好ましい実施形態によれば、１つ以上のバイオ・センサーの１つ以上の信号は
、体温センサーの信号、パルス・センサーの信号、呼吸運動センサーの信号、呼吸流量セ
ンサーの信号、パルス酸素測定センサーの信号、血圧計の信号、カプノグラフの信号およ
び／または最大酸素摂取量センサーの信号を備える。
【００１５】
　本発明の好ましい実施形態によれば、１つ以上のセンサー信号は、ユーザーの身体的な
活動に関連するパラメーターを検出するように構成される１つ以上の活動センサーの１つ
以上の信号を備える。
【００１６】
　本発明の好ましい実施形態によれば、１つ以上の活動センサーの１つ以上の信号は、歩
数計の信号、距離計の信号および／または活動タイム・キーパーの信号を備える。
【００１７】
　本発明の好ましい実施形態によれば、制御装置は、オーディオ・システムのユーザーの
身体的な負担に対応する１つ以上のセンサー信号を提供するように構成される１つ以上の
センサーを備える。
【００１８】
　本発明の好ましい実施形態によれば、１つ以上のセンサーは、ユーザーの生物学的なパ
ラメーターを検出するように構成される１つ以上のバイオ・センサーを備える。ここで用
いられるような用語「バイオ・センサー」は、人間でまたはの中に身体的および化学的な
生命現象を測定する装置に言及する。そのようなセンサーは、直接的に且つリアル・タイ
ムでオーディオ・システムのユーザーの身体的な負担を検出することを可能にする。
【００１９】
　本発明の好ましい実施形態によれば、１つ以上のバイオ・センサーは、体温センサー、
パルス・センサー、呼吸運動センサー、呼吸流量センサー、パルス酸素測定センサー、血
圧計、カプノグラフおよび／または最大酸素摂取量センサーを備える。
【００２０】
　本発明の好ましい実施形態によれば、１つ以上のセンサーは、ユーザーの身体的な活動
に関連するパラメーターを検出するように構成される１つ以上の活動センサーを備える。
そのようなパラメーターは、活動の継続時間、強度および／またはタイプを記述する全て
のパラメーターを含む。活動センサーは、身体的な負担という結果になる最終的な活動の
ように直接的にオーディオ・システムのユーザーの身体的な負担を検出することを可能に
する。活動センサーおよびバイオセンサーの両方は、排他的にまたは互いに組み合わせて
用いられ得る。
【００２１】
　本発明の好ましい実施形態によれば、１つ以上の活動センサーは、歩数計、距離計およ
び／または活動タイム・キーパーを備える。
【００２２】
　本発明の好ましい実施形態によれば、１つ以上の設定は、ボリューム制御設定、イコラ
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イザー制御設定、オーディオ源選択設定、ダイナミック・レンジ圧縮制御設定および／ま
たはオーディオ・コンテンツ選択設定を備える。
【００２３】
　ボリューム制御設定は、オーディオ・プレーヤーのボリューム制御でオーディオ信号の
ボリュームを設定するために用いられ得る。ボリューム制御設定を適応することによって
、ボリュームは、身体的なストレスに基づいてユーザーのボリュームの個々の知覚に従っ
て自動的に制御され得る。
【００２４】
　イコライザー制御設定は、オーディオ・プレーヤーのイコライザーでオーディオ・プレ
ーヤーの周波数応答を制御するために用いられ得る。イコライザー制御設定を適応するこ
とによって、オーディオ信号の度数分布は、身体的なストレスに基づいてユーザーの度数
分布の個々の知覚に従って自動的に制御され得る。
【００２５】
　ダイナミック・レンジ圧縮制御設定は、オーディオ・プレーヤーのコンプレッサー／エ
キスパンダーで、オーディオ信号のダイナミック・レンジを設定するために用いられ得る
。これは、とりわけ、知覚される音量および鮮明さに影響を及ぼすだろう。ダイナミック
・レンジ圧縮制御設定を適応することによって、圧縮／拡張は、身体的なストレスに基づ
いてユーザーの個々の知覚に従って自動的に制御され得る。
【００２６】
　オーディオ源選択設定は、そのような実施形態においてさらに処理する源信号を選択す
るために用いられ得る。オーディオ・プレーヤーは、オーディオ・プレーヤーの源選択段
階で、複数のオーディオ源を備える。選択信号は、ボリューム制御へと転送され得、その
後でボリューム制御信号としてイコライザーへと転送され、且つその後でコンプレッサー
／エキスパンダーへとボリューム制御および等化信号として転送される。しかしながら、
ボリューム制御、イコライザーおよび／またはコンプレッサー／エキスパンダーの順序は
変更され得る。
【００２７】
　そのうえ、オーディオ・コンテンツ選択設定は、特定のオーディオ源の源信号のコンテ
ンツを制御するために用いられ得る。用語「オーディオ・コンテンツ選択」は、とりわけ
、コンテンツのタイプ、例えば、スピーチまたは音楽を選択すること、スピーチのジャン
ル、例えば、ニュースまたはフィクションを選択すること、音楽のジャンル、例えば、ビ
ートまたはソウルを選択すること、具体的なパラメーター、例えば、リズムおよびスピー
ドを有する音楽を選択すること、または所定のプレイリストを選択することに言及する。
オーディオ・コンテンツ選択設定を適応することによって、オーディオ信号のオーディオ
・コンテンツは、身体的なストレスに基づいてユーザーのオーディオ・コンテンツの個々
の知覚に従って自動的に制御され得る。
【００２８】
　本発明の好ましい実施形態によれば、１つ以上のオーディオ源は、リモート・オーディ
オ・データに基づいて源信号を提供するために構成されるオーディオ・データ・レシーバ
ーを備える。リモート・オーディオ・データは、オーディオ・プレーヤーでローカルに保
存されないそのようなオーディオ・データである。レシーバーは、インターネット・ラジ
オ・レシーバーを含むアナログまたはデジタル・ラジオ・レシーバー、または他のインタ
ーネット・サービスを受け取るように構成されるレシーバーであり得る。
【００２９】
　本発明の好ましい実施形態によれば、１つ以上のオーディオ源は、ローカル・オーディ
オ・データに基づいて源信号を提供するために構成されるオーディオ・データ・リーダー
を備える。オーディオ・データ・リーダーは、例えば、ＭＰ３デコーダまたはｗａｖファ
イル・デコーダであり得る。オーディオ・データは、ハード・ドライブ、固体メモリー、
ＣＤまたはＤＶＤからのようなローカルに利用可能なオーディオ・データ・キャリアから
読み出され得る。
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【００３０】
　本発明の好ましい実施形態によれば、処理装置は、環境音響の物理的な特性に対応する
１つ以上の測定信号に基づいてオーディオ・プレーヤーの１つ以上の設定を制御するよう
に構成される。
【００３１】
　本発明の好ましい実施形態によれば、制御装置は、環境音響の物理的な特性に対応する
１つ以上の測定信号を提供するために構成される１つ以上のセンサーを備える。処理装置
は、環境音響の物理的な特性に基づいてオーディオ・プレーヤーの１つ以上の設定を制御
するように構成される。これらの特徴によって、オーディオ信号は、環境音響の総計およ
び／または特性へと適応され得る。
【００３２】
　本発明の好ましい実施形態によれば、処理装置は、ユーザーの好みと環境音響の物理的
な特性の値とを相関させるように構成され、メモリーにおいてユーザーの好みおよび環境
音響の物理的な特性の相関値を保存するようにさらに構成され、且つメモリーにおいて保
存されるユーザーの好みおよび環境音響の物理的な特性の相関値に基づいてオーディオ・
プレーヤーの１つ以上の設定を制御するようにさらに構成される。これらの特徴によって
、オーディオ信号は、ユーザーによる環境音響の個々の知覚に従って適応され得る。
【００３３】
　本発明の目的は、身体的な活動中に適応性のあるオーディオ再生のための方法によって
さらに達成され、オーディオ再生のための方法は、
　１つ以上のオーディオ源を有し、且つ１つ以上のオーディオ源によって提供される１つ
以上の源信号に基づいてオーディオ信号を出力するように構成されるオーディオ・プレー
ヤーを提供するステップと、
　オーディオ信号に影響を及ぼす、オーディオ・プレーヤーの１つ以上の設定を制御する
ように構成される制御装置を提供するステップと、
　オーディオ・システムのユーザーの身体的な負担に対応する１つ以上のセンサー信号を
提供するステップと、
　制御装置のユーザー・インターフェイスで、オーディオ・プレーヤーの１つ以上の設定
のためにユーザーの好みを入力するステップと、
　制御装置の処理装置を用いることによって、ユーザーの好みと１つ以上のセンサー信号
の値とを相関させるステップと、
　制御装置の処理装置を用いることによって、制御装置のメモリーにおいてユーザーの好
みおよび１つ以上のセンサー信号の相関値を保存するステップと、
　制御装置の処理装置を用いることによって、１つ以上のセンサー信号に基づいて、且つ
メモリーにおいて保存されるユーザーの好みおよび１つ以上のセンサー信号の相関値に基
づいて、オーディオ・プレーヤーの１つ以上の設定を制御するステップとを備える。
【００３４】
　さらに、本発明の目的は、コンピュータまたは処理装置で動作するとき、発明の方法を
実行するコンピュータ・プログラムによって達成される。
【００３５】
　発明の好ましい実施形態は、次の添付図面に関して続いて説明される。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】図１は、概略図で、本発明に係るオーディオ・システムの第１の実施形態を図解
する。
【図２】図２は、概略図で、本発明に係るオーディオ・システムの第２の実施形態を図解
する。
【図３】図３は、概略図で、本発明に係るオーディオ・システムの制御装置の一実施形態
を図解する。
【発明を実施するための形態】
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【００３７】
　図１は、身体的な活動中に適応性のあるオーディオ再生のためのオーディオ・システム
１の第１の実施形態を図解し、オーディオ・システム１は、
　１つ以上のオーディオ源３，４を有し、且つ１つ以上のオーディオ源３，４によって提
供される１つ以上の源信号Ｓ１，Ｓ２に基づいてオーディオ信号ＡＳを出力するように構
成されるオーディオ・プレーヤー２と、
　オーディオ信号ＡＳに影響を及ぼす、オーディオ・プレーヤー２の１つ以上の設定ＶＳ
，ＥＳ，ＳＯ，ＣＳ１，ＣＳ２を制御するように構成される制御装置５とを備える。
　制御装置５は、オーディオ・プレーヤー２の１つ以上の設定ＶＳ，ＥＳ，ＳＯ，ＣＳ１
，ＣＳ２のためにユーザーの好みＵＰを入力するように構成されるユーザー・インターフ
ェイス８を備える。
　制御装置５は処理装置９を備える。処理装置９は、ユーザーの好みＵＰとオーディオ・
システム１のユーザーの身体的な負担に対応する１つ以上のセンサー信号ＳＥ１，ＳＥ２
の値とを相関させるように構成され、制御装置５のメモリー１０においてユーザーの好み
ＵＰおよび１つ以上のセンサー信号ＳＥ１，ＳＥ２の相関値を保存するようにさらに構成
され、且つ１つ以上のセンサー信号ＳＥ１，ＳＥ２に基づいて、且つメモリー１０におい
て保存されるユーザーの好みＵＰおよび１つ以上のセンサー信号ＳＥ１，ＳＥ２の相関値
に基づいて、オーディオ・プレーヤーの１つ以上の設定ＶＳ，ＥＳ，ＳＯ，ＣＳ１，ＣＳ
２を制御するようにさらに構成される。
【００３８】
　オーディオ・プレーヤー２は、アナログまたはデジタル・オーディオ・プレーヤー２の
任意の既知のタイプであり得る。オーディオ・プレーヤー２によって提供されるオーディ
オ信号ＡＳは、可聴音を作り出すために、ヘッドホン、拡声器または他の装置へと直接的
または間接的に入力され得る。
【００３９】
　制御装置５は、出力オーディオ信号ＡＳに影響する、オーディオ・プレーヤー２の少な
くとも１つの設定ＶＳ，ＥＳ，ＳＯ，ＣＳ１，ＣＳ２を制御することが可能な任意のアナ
ログまたはデジタル制御装置５であり得る。用語「設定」は、ここでは任意の変数パラメ
ーターに言及し、出力信号ＡＳを作り出すために、オーディオ・プレーヤー２によって用
いられる。
【００４０】
　そのうえ、少なくとも１つのセンサー信号ＳＥ１，ＳＥ２は、任意のセンサー信号ＳＥ
１，ＳＥ２であり得、オーディオ・システム１のユーザーの身体的な拘束または身体的な
ストレスに直接的または間接的に対応する。ユーザー・インターフェイス８は、任意の既
知のタイプ、例えば、キーボードまたはタッチ・スクリーンであり得る。
【００４１】
　本発明に係る制御装置５は、少なくとも１つのセンサー信号ＳＥ１，ＳＥ２が入力され
、且つユーザー・インターフェイス８が接続される、処理装置９を備える。用語「処理装
置」は、次のタスクを実施することが可能な、ハードウェア、ソフトウェア、またはハー
ドウェアとソフトウェアの組合せに言及する。ユーザーの好みと１つ以上のセンサー信号
ＳＥ１，ＳＥ２の値とを相関させ、制御装置５のメモリー１０においてユーザーの好みＵ
Ｐおよび１つ以上のセンサー信号ＳＥ１，ＳＥ２の相関値を保存し、且つ１つ以上のセン
サー信号ＳＥ１，ＳＥ２に基づいて、且つメモリー時間において保存されるユーザーの好
みＵＰおよび１つ以上のセンサー信号ＳＥ１，ＳＥ２の相関値に基づいて、オーディオ・
プレーヤーの１つ以上の設定ＶＳ，ＥＳ，ＳＯ，ＣＳ１，ＣＳ２を制御する。
【００４２】
　ユーザーの好みＵＰと少なくとも１つのセンサー信号ＳＥ１，ＳＥ２の値とを相関させ
ることによって、処理装置９は、身体的な負担に基づいてユーザーの音響の個々の知覚に
ついての情報を集める。ユーザーの好みＵＰおよび少なくとも１つのセンサー信号ＳＥ１
，ＳＥ２が保存されるので、音響の個々の知覚についての情報は、オーディオ・プレーヤ
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ー２によってオーディオ信号ＡＳ出力を適応させるために後で用いられ得る。ユーザーが
相違する身体的な活動状態におけるユーザーの好みＵＰを入力するほど、集められる情報
はますます正確になる。
【００４３】
　１つ以上のセンサー信号ＳＥ１，ＳＥ２に基づいて、且つメモリー１０において保存さ
れるユーザーの好みＵＰおよび１つ以上のセンサー信号ＳＥ１，ＳＥ２の相関値に基づい
て、オーディオ・プレーヤー２の１つ以上の設定ＶＳ，ＥＳ，ＳＯ，ＣＳ１，ＣＳ２を制
御することによって、オーディオ信号ＡＳは、ユーザーの身体的な負担状態へと適応され
得る。それは、身体的な負担に基づいてユーザーの音響の個々の知覚を考慮する、センサ
ー信号ＳＥ１，ＳＥ２によって表現される。それは、メモリー１０において保存されるユ
ーザーの好みＵＰおよびセンサー信号ＳＥ１，ＳＥ２の相関値によって表現される。
【００４４】
　本発明に係るオーディオ・システム１は、身体的なストレスの強度が変化したとき、オ
ーディオ・プレーヤー２の設定ＶＳ，ＥＳ，ＳＯ，ＣＳ１，ＣＳ２を再調節する必要性を
減じることによって、任意のユーザーの快適性を著しく改善し得る。さらに、任意のユー
ザーの快適性は、身体的な活動中に不快な音響という結果になり得るオーディオ・プレー
ヤーの設定ＶＳ，ＥＳ，ＳＯ，ＣＳ１，ＣＳ２を自動的に回避することによって改善され
得る。
【００４５】
　本発明の好ましい実施形態によれば、１つ以上のセンサー信号ＳＥ１，ＳＥ２は、ユー
ザーの生物学的なパラメーターを検出するように構成される１つ以上のバイオ・センサー
の１つ以上のセンサー信号ＳＥ１を備える。
【００４６】
　本発明の好ましい実施形態によれば、１つ以上のバイオ・センサーの１つ以上の信号Ｓ
Ｅ１は、体温センサーの信号、パルス・センサーの信号、呼吸運動センサーの信号、呼吸
流量センサーの信号、パルス酸素測定センサーの信号、血圧計の信号、カプノグラフの信
号および／または最大酸素摂取量センサーの信号を備える。
【００４７】
　本発明の好ましい実施形態によれば、１つ以上のセンサー信号ＳＥ１，ＳＥ２は、ユー
ザーの身体的な活動に関連するパラメーターを検出するように構成される１つ以上の活動
センサーの１つ以上の信号ＳＥ２を備える。
【００４８】
　本発明の好ましい実施形態によれば、１つ以上の活動センサーの１つ以上の信号ＳＥ２
は、歩数計の信号、距離計の信号および／または活動タイム・キーパーの信号を備える。
【００４９】
　本発明の好ましい実施形態によれば、処理装置９は、環境音響の物理的な特性に対応す
る１つ以上の測定信号ＭＳに基づいて、オーディオ・プレーヤーの１つ以上の設定を制御
するように構成される。
【００５０】
　図２は、身体的な活動中に適応性のあるオーディオ再生のためのオーディオ・システム
１の第２の実施形態を図解する。
【００５１】
　本発明の好ましい実施形態によれば、制御装置５は、オーディオ・システム１のユーザ
ーの身体的な負担に対応する１つ以上のセンサー信号ＳＥ１，ＳＥ２を提供するように構
成される１つ以上のセンサー６，７を備える。
【００５２】
　本発明の好ましい実施形態によれば、１つ以上のセンサー６，７は、ユーザーの生物学
的なパラメーターを検出するように構成される１つ以上のバイオ・センサー６を備える。
ここで用いられるような用語「バイオ・センサー」は、人間でまたはの中に身体的および
化学的な生命現象を測定する装置に言及する。そのようなセンサー６は、直接的に且つリ
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アル・タイムで、オーディオ・システム１のユーザーの身体的な負担を検出することを可
能にする。
【００５３】
　本発明の好ましい実施形態によれば、１つ以上のバイオ・センサー６は、体温センサー
、パルス・センサー、呼吸運動センサー、呼吸流量センサー、パルス酸素測定センサー、
血圧計、カプノグラフおよび／または最大酸素摂取量センサーを備える。
【００５４】
　本発明の好ましい実施形態によれば、１つ以上のセンサー６，７は、ユーザーの身体的
な活動に関連するパラメーター（ｐａｒａｍｅｔｅｒ（ｓ））を検出するように構成され
る１つ以上の活動センサー７を備える。そのようなパラメーターは、活動の継続時間、強
度および／またはタイプを記述する全てのパラメーターを含む。活動センサー７は、身体
的な負担という結果になる最終的な活動のように直接的にオーディオ・システム１のユー
ザーの身体的な負担を検出することを可能にする。活動センサー７およびバイオセンサー
６の両方は、排他的にまたは互いに組み合わせて用いられ得る。
【００５５】
　本発明の好ましい実施形態によれば、１つ以上の活動センサー７は、歩数計、距離計お
よび／または活動タイム・キーパーを備える。
【００５６】
　本発明の好ましい実施形態によれば、１つ以上の設定ＶＳ，ＥＳ，ＳＯ，ＣＳ１，ＣＳ
２は、ボリューム制御設定ＶＳ、イコライザー制御設定ＥＳ、オーディオ源選択設定ＳＯ
、ダイナミック・レンジ圧縮制御設定ＤＳおよび／またはオーディオ・コンテンツ選択設
定ＣＳ１，ＣＳ２を備える。
【００５７】
　ボリューム制御設定ＶＳは、オーディオ・プレーヤー２のボリューム制御１３で、オー
ディオ信号ＡＳのボリュームを設定するために用いられ得る。ボリューム制御設定ＶＳを
適応することによって、ボリュームは、身体的なストレスに基づいてユーザーのボリュー
ムの個々の知覚に従って自動的に制御され得る。
【００５８】
　イコライザー制御設定ＥＳは、オーディオ・プレーヤー２のイコライザー１４で、オー
ディオ・プレーヤーの周波数応答を制御するために用いられ得る。イコライザー制御設定
ＥＳを適応することによって、オーディオ信号ＡＳの度数分布は、身体的なストレスに基
づいてユーザーの度数分布の個々の知覚に従って自動的に制御され得る。
【００５９】
　ダイナミック・レンジ圧縮制御設定ＤＳは、オーディオ・プレーヤー２のコンプレッサ
ー／エキスパンダー１６で、オーディオ信号ＡＳのダイナミック・レンジを設定するため
に用いられ得る。これは、とりわけ、知覚される音量および鮮明さに影響を及ぼすだろう
。ダイナミック・レンジ圧縮制御設定ＤＳを適応することによって、圧縮／拡張は、身体
的なストレスに基づいてユーザーの個々の知覚に従って自動的に制御され得る。
【００６０】
　オーディオ源選択設定ＳＯは、そのような実施形態においてさらに処理する源信号Ｓ１
，Ｓ２を選択するために用いられ得る。オーディオ・プレーヤー２は、オーディオ・プレ
ーヤー２の源選択段階１５で、複数のオーディオ源３を備える。選択信号Ｓ３は、ボリュ
ーム制御１３へと転送され得、その後でボリューム制御信号Ｓ４としてイコライザー１４
へと転送され、且つその後でコンプレッサー／エキスパンダー１６へとボリューム制御お
よび等化信号Ｓ５として転送される。しかしながら、ボリューム制御１３、イコライザー
１４および／またはコンプレッサー／エキスパンダー１６の順序は変更され得る。
【００６１】
　そのうえ、オーディオ・コンテンツ選択設定ＣＳ１，ＣＳ２は、特定のオーディオ源３
の源信号Ｓ１，Ｓ２のコンテンツを制御するために用いられ得る。用語「オーディオ・コ
ンテンツ選択」は、とりわけ、コンテンツのタイプ、例えば、スピーチまたは音楽を選択
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すること、スピーチのジャンル、例えば、ニュースまたはフィクションを選択すること、
音楽のジャンル、例えば、ビートまたはソウルを選択すること、具体的なパラメーター、
例えば、リズムおよびスピードを有する音楽を選択すること、または所定のプレイリスト
を選択することに言及する。オーディオ・コンテンツ選択設定ＣＳ１，ＣＳ２を適応する
ことによって、オーディオ信号ＡＳのオーディオ・コンテンツは、身体的なストレスに基
づいてユーザーのオーディオ・コンテンツの個々の知覚に従って自動的に制御され得る。
【００６２】
　本発明の好ましい実施形態によれば、１つ以上のオーディオ源３，４は、リモート・オ
ーディオ・データＲＤに基づいて源信号Ｓ１を提供するために構成されるオーディオ・デ
ータ・レシーバー３を備える。リモート・オーディオ・データＲＤは、オーディオ・プレ
ーヤー２でローカルに保存されないそのようなオーディオ・データである。レシーバー３
は、インターネット・ラジオ・レシーバーを含むアナログまたはデジタル・ラジオ・レシ
ーバー３、または他のインターネット・サービスを受け取るように構成されるレシーバー
であり得る。
【００６３】
　本発明の好ましい実施形態によれば、１つ以上のオーディオ源３，４は、ローカル・オ
ーディオ・データＬＤに基づいて源信号Ｓ２を提供するために構成されるオーディオ・デ
ータ・リーダー４を備える。オーディオ・データ・リーダー４は、例えば、ＭＰ３デコー
ダまたはｗａｖファイル・デコーダであり得る。オーディオ・データは、ハード・ドライ
ブ、固体メモリー、ＣＤまたはＤＶＤからのようなローカルに利用可能なオーディオ・デ
ータ・キャリア１１から読み出され得る。
【００６４】
　本発明の好ましい実施形態によれば、処理装置５は、環境音響ＡＢの物理的な特性に対
応する１つ以上の測定信号ＭＳを提供するために構成される１つ以上のセンサー１２を備
える。これらの特徴によって、オーディオ信号ＡＳは、環境音響ＡＢの総計および／また
は特性へと適応され得る。
【００６５】
　本発明の好ましい実施形態によれば、処理装置９は、ユーザーの好みＵＰと環境音響Ａ
Ｂの物理的な特性に対応する測定信号ＭＳの値とを相関させるように構成され、メモリー
１０においてユーザーの好みＵＰおよび環境音響ＡＢの物理的な特性の相関値を保存する
ようにさらに構成され、且つメモリー１０において保存されるユーザーの好みＵＰおよび
環境音響ＡＢの物理的な特性の相関値に基づいてオーディオ・プレーヤー２の１つ以上の
設定ＶＳ，ＥＳ，ＳＯ，ＣＳ１，ＣＳ２を制御するようにさらに構成される。これらの特
徴によって、オーディオ信号ＡＳは、ユーザーによる環境音響ＡＢの個々の知覚に従って
適応され得る。
【００６６】
　本発明の目的は、身体的な活動中に適応性のあるオーディオ再生のための方法によって
さらに達成され、オーディオ再生のための方法は、
　１つ以上のオーディオ源３，４を有し、且つ１つ以上のオーディオ源３，４によって提
供される１つ以上の源信号に基づいてオーディオ信号ＡＳを出力するように構成されるオ
ーディオ・プレーヤー２を提供するステップと、
　オーディオ信号ＡＳに影響を及ぼす、オーディオ・プレーヤー２の１つ以上の設定ＶＳ
，ＥＳ，ＳＯ，ＣＳ１，ＣＳ２を制御するように構成される制御装置５を提供するステッ
プと、
　オーディオ・システム１のユーザーの身体的な負担に対応する１つ以上のセンサー信号
ＳＥ１，ＳＥ２を提供するステップと、
　制御装置５のユーザー・インターフェイス８で、オーディオ・プレーヤー２の１つ以上
の設定ＶＳ，ＥＳ，ＳＯ，ＣＳ１，ＣＳ２のためにユーザーの好みＵＰを入力するステッ
プと、
　制御装置５の処理装置９を用いることによって、ユーザーの好みＵＰと１つ以上のセン
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サー信号ＳＥ１，ＳＥ２の値とを相関させるステップと、
　制御装置５の処理装置９を用いることによって、制御装置のメモリー１０においてユー
ザーの好みＵＰおよび１つ以上のセンサー信号ＳＥ１，ＳＥ２の相関値を保存するステッ
プと、
　制御装置５の処理装置９を用いることによって、１つ以上のセンサー信号ＳＥ１，ＳＥ
２に基づいて、且つメモリー１０において保存されるユーザーの好みＵＰおよび１つ以上
のセンサー信号ＳＥ１，ＳＥ２の相関値に基づいて、オーディオ・プレーヤー２の１つ以
上の設定ＶＳ，ＥＳ,ＳＯ，ＣＳ１，ＣＳ２を制御するステップとを備える。
【００６７】
　さらに、本発明の目的は、コンピュータまたは処理装置で動作するとき、発明の方法を
実行するプログラムによってさらに達成される。
【００６８】
　本発明は、例えば、身体的なエクササイズの程度およびタイプ、最大酸素摂取量のよう
なバイオ感覚データ、体温、仕事量またはエクササイズ時間、不快を弱めることの個々に
好ましいタイプおよび総計、個々のヒアリングの好みのような相違する関連要因に基づい
て、音響再生を自動的に再調節する適応性のある技術システム１を提供する。システム１
は、例えば、適応性のある音量と、スポーツ活動のバイオ感覚データとオーディオ信号特
徴とを組み合わせて処理する周波数整形とを提供し得る。同様に、具体的な身体的な活動
に関連する個々のオーディオ設定の好みを学習するアルゴリズムが提供され得る。
【００６９】
　本発明は、いずれにせよ、ユーザーの身体的／知覚的／心理的な状態の表現であるべき
、バイオ・センサーおよび／または直接的なユーザーのフィードバックから収集されるデ
ータに基づいて、オーディオ装置、通信装置、またはマルチメディア装置のような電子装
置の音響出力を制御するシステムおよび方法を提供する。本発明のシステムの出力は、パ
ラメーターの相違するセットに基づいて処理された、音響信号であり得る。
【００７０】
　本発明の一実施形態は、スポーツ活動および身体的なエクササイズに関連するデータ（
例えば、最大酸素摂取量、体温、心拍数）を測定するバイオ・センサー、またはエクササ
イズに関連するタイプおよび仕事量（ジョギング距離、継続時間など）を検出するセンサ
ーを含むシステムである。これらのデータは、音響出力を次第に修正するアルゴリズムに
よってその後に用いられる。例えば、ボリュームまたは高周波コンテンツは、体温の増加
に伴って、および／またはエクササイズの継続時間の増加に伴って減じられ得る。
【００７１】
　本発明のもう１つの実施形態において、システムは、ユーザーが彼のまたは彼女の個人
的に好ましい設定（例えば、ボリューム制御、イコライザー設定、プレイリスト、ジャン
ルなど）を入力できることを用いる入力インターフェイスを備える。システムは、ユーザ
ーによって選択される設定を保存するメモリーと、ユーザーによって選択される設定を上
述したようなセンサーから受け取った入力に関連付けるアルゴリズムとをさらに備え得る
。時間とともに、システムは、選択される設定とセンサー・データとの間の関係を学習し
、且つ音響処理を自動的に調節することができ、それによって、ユーザーからの任意のさ
らなる行為なしに自律的に振る舞う。
【００７２】
　本発明のもう１つの実施形態において、システムは、身体的なエクササイズが行われる
環境から音響をピック・アップすることができる、少なくとも１つのマイクロホンを備え
る。バックグラウンド音響の身体的な特性に基づいて、システムは、可聴を維持するため
に、またはユーザーの好みが環境音響の好みにおいてさえもまた満たされることを保証す
るために、プレイバック・オーディオを処理する。
【００７３】
　本発明の追加の実施形態は、処理された音響出力を生成する上述した実施形態の組合せ
を用いる。
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【００７４】
　本発明のシステムは、これらのエクササイズ中にボリュームを再調整するこれらの必要
性を減じることによって、且つエクササイズのコース中に不快に変わる音響設定を回避す
ることによって、アマチュアだけでなくアスリートの快適性をも著しく改善し得る。シス
テムが自動化された処理の結果としてボリューム・パターンを変更し得るように、聴覚刺
激（特に、大きな音）の存在においてエクササイズすることの度々説明された余効は、増
大された一時的なヒアリング閾値から恒久的な閾値の変動または／および耳鳴りまで及び
、著しく減じられ得る。
【００７５】
　技術的な応用領域は、次のものを含むが、限定されない。
　携帯用オーディオ装置（例えば、ｍｐ３プレーヤー）のためのソフトウェアおよび／ま
たはハードウェア、
　例えば、屋内スポーツ活動のために用いられる固定されたオーディオ・プレーヤーのた
めのソフトウェアおよび／またはハードウェア、
　携帯用音響補強システム、例えば、ヘッドホンのためのソフトウェアおよび／またはハ
ードウェア、
　身体的な活動中にオーディオを再生するパーソナル・コンピュータで動作されるソフト
ウェア、
　スマートホン、およびスポーツ活動のためのツールおよびガジェット（距離カウンター
、バイオ・センサーなど）を提供する他の携帯用装置ための特別なアプリ。
【００７６】
　幾つかの態様が装置のコンテキストにおいて説明されたけれども、これらの態様が対応
する方法の説明もまた表現することは明らかであり、そこでは、ブロックまたは装置が方
法ステップまたは方法ステップの特徴に対応する。類似して、方法ステップのコンテキス
トにおいて説明された態様は、対応するブロック若しくはアイテムまたは対応する装置の
特徴の説明もまた表現する。方法ステップの幾つかまたは全ては、例えば、マイクロ処理
装置、プログラマブル・コンピュータまたは電子回路のような、ハードウェア装置によっ
て（またはを用いて）実施され得る。幾つかの実施形態において、最も重要な方法ステッ
プのいずれか１つ以上は、そのような装置によって実施され得る。
【００７７】
　特定の実装要求に依存して、本発明の実施形態は、ハードウェアにおいてまたはソフト
ウェアにおいて実装され得る。その実装は、そこで保存される電子的に読み取り可能な制
御信号を有し、方法それぞれが実行されるようなプログラマブル・コンピュータ・システ
ムと協働する（または協働することが可能な）、デジタル記憶媒体、例えば、フロッピー
・ディスク、ＤＶＤ，Ｂｌｕ－Ｒａｙ，ＣＤ，ＲＯＭ，ＰＲＯＭおよびＥＰＲＯＭ，ＥＥ
ＰＲＯＭまたはＦＬＡＳＨメモリーのような非一時的な記憶媒体を用いて実行され得る。
したがって、デジタル記憶媒体は、コンピュータ読み取り可能であり得る。
【００７８】
　本発明に係る幾つかの実施形態は、電子的に読み取り可能な制御信号を有するデータ・
キャリアを備える。それは、ここで説明された方法の１つが実行されるような、プログラ
マブル・コンピュータ・システムと協働することができる。
【００７９】
　一般に、本発明の実施形態は、プログラム・コードを伴うコンピュータ・プログラム製
品として実装され得、そのプログラム・コードが、コンピュータ・プログラム製品がコン
ピュータで動作する場合、方法の１つを実行するために働く。プログラム・コードは、例
えば、機械読み取り可能なキャリアで保存され得る。
【００８０】
　他の実施形態は、機械読み取り可能なキャリアで保存される、ここで説明された方法の
１つを実行するコンピュータ・プログラムを備える。
【００８１】
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　言い換えると、本発明の方法の一実施形態は、それ故に、コンピュータ・プログラムが
コンピュータで動作する場合、ここで説明された方法の１つを実行するプログラム・コー
ドを有するコンピュータ・プログラムである。
【００８２】
　本発明の方法のさらなる実施形態は、それ故に、そこで保存される、ここで説明された
方法の１つを実行するコンピュータ・プログラムを備えるデータ・キャリア（若しくはデ
ジタル記憶媒体またはコンピュータ読み取り可能な媒体）である。データ・キャリア、デ
ジタル記憶媒体または記録媒体は、典型的に、実体的および／または非過渡的である。
【００８３】
　本発明の方法のさらなる実施形態は、それ故に、ここで説明された方法の１つを実行す
るコンピュータ・プログラムを表現するデータ・ストリームまたは信号のシーケンスであ
る。データ・ストリームまたは信号のシーケンスは、例えば、データ通信接続を介して、
例えば、インターネットを介して、伝送されるように構成され得る。
【００８４】
　さらなる実施形態は、ここで説明された方法の１つを実行するように構成される、また
は適応される処理手段、例えば、コンピュータまたはプログラマブル論理装置を備える。
【００８５】
　さらなる実施形態は、ここで説明された方法の１つを実行するコンピュータ・プログラ
ムをそこでインストールされたコンピュータを備える。
【００８６】
　本発明に係るさらなる実施形態は、ここで説明された方法の１つを実行するコンピュー
タ・プログラムをレシーバーへと（例えば、電子的にまたは光学的に）伝送するように構
成される装置またはシステムを備える。レシーバーは、例えば、コンピュータ、モバイル
装置、メモリー装置などであり得る。装置またはシステムは、例えば、コンピュータ・プ
ログラムをレシーバーへと伝送するファイル・サーバーを備え得る。
【００８７】
　幾つかの実施形態において、プログラマブル論理装置（例えば、フィールド・プログラ
マブル・ゲート・アレイ）は、ここで説明された方法の機能性の幾つかまたは全てを実行
するために用いられ得る。幾つかの実施形態において、フィールド・プログラマブル・ゲ
ート・アレイは、ここで説明された方法の１つを実行するために、マイクロ処理装置と協
働し得る。一般に、方法は、好ましくは、任意のハードウェア装置によって実行される。
【００８８】
　上記で説明した実施形態は、単に、本発明の原理のための例示である。ここで説明され
た配置および詳細の修正および変形が、他の当業者にとって明らかであろうことが理解さ
れる。それ故に、差し迫った特許請求の範囲によってのみ限定され、且つここでの説明お
よび実施形態の解説として提供された具体的な詳細によって限定されないことを意図する
。
【００８９】
　引用符号
　１　オーディオ・システム
　２　オーディオ・プレーヤー
　３　オーディオ源、オーディオ・データ・レシーバー
　４　オーディオ源、オーディオ・データ・リーダー
　５　制御装置
　６　バイオ・センサー
　７　活動センサー
　８　ユーザー・インターフェイス
　９　処理装置
　１０　メモリー
　１１　データ記憶媒体
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　１２　マイクロホン
　１３　ボリューム制御
　１４　イコライザー
　１５　源選択段階
　１６　コンプレッサー／エキスパンダー
　ＡＳ　オーディオ信号
　Ｓ１　源信号
　Ｓ２　源信号
　ＶＳ　ボリューム制御設定
　ＥＳ　イコライザー制御設定
　ＤＳ　ダイナミック・レンジ制御設定
　ＳＯ　オーディオ源選択設定
　ＣＳ１　オーディオ・コンテンツ選択設定
　ＣＳ２　オーディオ・コンテンツ選択設定
　ＳＥ１　センサー信号
　ＳＥ２　センサー信号
　ＵＰ　ユーザーの好み
　ＲＤ　リモート・データ
　ＬＤ　ローカル・データ
　ＭＳ　測定信号
　ＡＢ　環境音響
　Ｓ３　選択信号
　Ｓ４　ボリューム制御信号
　Ｓ５　ボリューム制御および等化信号

【図１】 【図２】
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【要約の続き】
担に対応する１つ以上のセンサー信号（ＳＥ１，ＳＥ２）の値とを相関させるように構成され、前記制御装置（５）
のメモリー（１０）において前記ユーザーの好み（ＵＰ）および前記１つ以上のセンサー信号（ＳＥ１，ＳＥ２）の
前記相関値を保存するようにさらに構成され、且つ前記１つ以上のセンサー信号（ＳＥ１，ＳＥ２）に基づいて、且
つ前記メモリー（１０）において保存される前記ユーザーの好み（ＵＰ）および前記１つ以上のセンサー信号（ＳＥ
１，ＳＥ２）の前記相関値に基づいて、前記オーディオ・プレーヤー（２）の前記１つ以上の設定（ＶＳ，ＥＳ，Ｓ
Ｏ，ＣＳ１，ＣＳ２）を制御するようにさらに構成される、処理装置（９）を備える。
【選択図】図１
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